
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 14 日に 5 年ぶりとなる「北栄こども祭

り」が開催されました。この日は、児童ら約 300

人が参加し、多くの保護者が同伴する中、子供た

ちはPTAや地域の団体が提供する昔遊びやオリ

ジナルの遊びのブースをスタンプラリーで楽し

みました。運営に携わってくださった皆様、本当

にありがとうございました。 

 

 

 本校は開校以来「地域とともにある学校」とし

て教育活動を展開してきました。コロナ禍では地

域と連携・協働した様々な活動を自粛せざる得な

い状況となりましたが、ようやく本来のスタイル

に回復しました。「北栄こどもまつり」は地域が

一体となって取り組む代表的な行事。同校 PTA

役員が中心となり、総務部や社会部など５部門を

はじめ、おやじ倶楽部、北栄げんきクラブなど地

域の団体が連携・協働して運営に当たりました。 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍を教訓として、できるだけ多くの子供

が安心して参加できるようにと感染症対策に配

慮するとともに、参加に係る費用は子供が個々に

負担するのではなく、PTAや関係団体の予算で

すべて賄う企画に内容が工夫されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開会式では主催者代表としてPTAの白木裕之

会長が「地域の大人がみんなで子供を育てるとい

うのが北栄小らしさ。５年ぶりに開催できたこと

をうれしく思う。」と挨拶。続いて標語コンクー

ルの表彰が行われ、いじめやネットトラブル防止、

交通安全などに関する募集作品174点の中から

児童 12人の作品が選ばれました。 

日 曜 １０月の行事予定 

1 火 児童会⑥ 

2 水 Ｓアップ 郷土体験学習 

3 木 読み聞かせ（２年） 

4 金 プール学習（６・１・４年） 

9 水 Ｓアップ 

10 木 読み聞かせ（１年） 札響コンサート 

11 金 プール学習（５・２・３年） 

16 水 Ｓアップ 朝会（認証式） 

17 木 読み聞かせ（３年） 

18 金 プール学習（４・１・６年）  

19 土 北栄げんきクラブ 

23 水 学習発表会総練習 

24 木 読み聞かせ（２年） 

25 金 学習発表会 

29 火 ＡＬＴ（５・４年） 

30 水 ＡＬＴ（６・３年） Ｓアップ 

31 木 クラブ⑥ 読み聞かせ（１年） 
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《めざす子ども像》 

自らすすんで学ぶ子ども 

互いを認め合い自分と相手を大切にする子ども 

健康や安全に気を付ける子ども 

「北栄こども祭り」 ５年ぶりに開催 

地域ぐるみで子供の育ちを支える 

「地域とともにある学校」の象徴 

白木会長の挨拶と標語の表彰で開幕 



 

 

開会式が終わると、児童はスタンプラリーカー

ドを片手に一斉に各コーナーへ。体育館では

PTAが企画したストラックアウトや型抜きをは

じめ、話題のモルックなどを体験。多目的室では、

地域の団体が輪投げや手裏剣づくりなど昔遊び

の場を提供してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

北栄げんきクラブの「忍者チャレンジ」は、通

路に鈴を取り付けたゴム紐を縦、横、斜めに張り

巡らせ、その隙間をくぐりながら進む遊び。挑戦

した子供たちはゴム紐に接触しないように体を

ねじったり、そらせたりしながらゴールし、巻物

の賞状を受け取ってうれしそうにしていました。 

 

 

 子供たちの行列が絶えなかったのは「お化け屋

敷」。暗幕で真っ暗にした教室に設置した入り組

んだ通路の陰から骸骨や妖怪などに扮した「おや

じ」の皆さんが驚かすもので、入場する子供たち

の学年や様子などを気遣いながら楽しませてく

れました。子供たちは「ドキドキしたけど、面白

かった」などと笑顔で話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、グラウンドには「おやじ」の皆さんが数

日がかりで設置した巨大迷路。子供たちは少しで

も短い時間でゴールしようとタイムを意識しな

がら挑戦していました。同倶楽部の前川隼人代表

は「子供たちに喜んでもらいたい一心で準備を進

めてきた。お父さん方や OB の方々に協力して

もらい感謝している。」と語ってくれました。 

 

 

 閉会後には、開会式で表彰された標語を印刷し

たパネルを校舎北側のフェンスに親子でくくり

付けました。取り付け作業に当たった子供は「卒

業しても大人になっても作品が残るのでうれし

い。」と話していました。来校の際には、是非子

供たちの作品をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンプラリーで楽しむ 

「おやじ倶楽部」の出番！ 

親子で標語パネルを取り付け 

《社会部 標語 受賞作品》 
【１年生】 

●ありがとう えがおがふえる うれしいことば 

●しんごうき あおになっても みぎひだり 

【２年生】 

●ヘルメット いのちをまもる ぼうしだよ 

●友だちに たくさん言うよ やさしいことば      

【３年生】 

●友達は ぼくの心を 強くする 

●ヘルメット みんなでかぶれば かっこいい 

【４年生】 

●あやしいメール きたらすぐに スマホきる 

●考えよう いじめのくるしさ かなしさを 

【５年生】 

●ベッド中 スマホいじる やめときな         

●笑い声 絶えぬ教室 宝物              

【６年生】 

●ヘルメット かぶって自分の 身を守ろう 

●考えて 言葉一つの 責任を 


